
＜農地・水・環境保全向上対策と連携して効果的な取組を実施している事例＞

○農地・水・環境保全向上対策との連携

１．集落協定の概要

市町村･協定名 岡山県高梁市 迫
たかはしし さこ

協 定 面 積 田（63％） 畑(26％) 草地 採草放牧地(11％)
11.2ha 水稲 ぶどう －

交 付 金 額 個人配分 50 ％
130万円 共同取組活動 役員報酬 6 ％

（50％） 道・水路管理費 7 ％
農地管理費 17 ％
共同利用機械購入等費 18 ％
その他 2 ％

協定参加者 農業者 21人

２．取組に至る経緯

地域は過疎・高齢化が著しく、また専業農家も年々減少しており農業者の大半が兼

業農家となってきている。さらに、１農家あたりの耕作面積が小さく、大型機械等に

よる農作業ができないため、農作業負担が増大している。これらの諸問題を個々の農

家で解決していくのは難しく、このままでは集落を維持できなくなる恐れがあり、中

山間地域等直接支払制度を取り組むことにした。

３．取組の内容

当地域は、観光地を擁し地域外からの訪問者も多い土地柄であることから、本制度

で管理の対象としていない道路や水路の補修・改修等に、農地・水・環境保全向上対

、 、 、策を活用したり 自治会等農業者以外の地域住民との共同活動等 両制度連携により

地域環境の改善に取り組んだ。さらに、地元小学校と連携し、ビオトープの確保や自

然観察会を実施し、地域の将来を担う子供たちの育成に努めた。

営農体制については、共同利用の防除機械を整備し、省力で効果的な作業体系を確

立するとともに、他事業も活用し、耕作困難になりつつある農用地へ対応できる営農

組合の設立、機能強化を図った。

農道草刈 共同防除



［集落の将来像］
、 、集落内の農業従事者の年齢構成が高齢化が進んでおり 今後農作業が困難な農家が多くなることが見込まれるため

営農組織を法人化、集落内農地の大部分の経営を任せることにより、安定かつ効率的な農業経営を実現する。

［将来像を実現するための活動目標］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理(11.2ha) 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化
(0.5ha、年１回) 共同防除を実施：目標6ha

個別対応（一部受委託等）
個別対応 共同取組活動

簡易な基盤整備(水路：70m)
景観作物の作付け 自然生態系の保全に関する学

共同取組活動 道路沿いに彼岸花を作付け 校教育等との連携
(吹屋小学校と協定を締結し、
自然観察会の実施、ビオトー

水路・作業道の管理 共同取組活動 プの確保を行う。)
・水路1.1km年2回清掃・草刈
・農道1.1km年2回 草刈り 共同取組活動

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

当地域は、観光地「吹屋ふるさと村・広兼邸」を擁し地域外からの訪問者も多い土地柄

で、本制度と農地・水・環境保全向上対策と連携して取り組むことにより、ふるさとの景

観を守り、子供たちの郷土意識を高めることができた。

また、本制度では農作業・機械の共同化に取り組んだが、併行して持続的な農地の適正

管理をするため他事業を活用した集落営農の組織育成を進められ、周辺集落も含めたより

広い地域を対象として機能する営農組合への発展が期待されている。

［平成21年度までの主な効果］

○ 機械農作業の共同化 共同防除の実施 （当初 3,259㎡ 目標 60,763㎡ H21実績 60,763㎡）

○ 集落営農組織の育成 営農組合設立（H19.2.5）水稲 田植え、収穫、乾燥･調整等の作業受託

○ 農道水路の管理,水路補修 （水路補修 実績 70m、道水路管理各２回／年）

○ 自然生態系の保全に関する学校教育等との連携

(ビオトープ確保0.2ha、吹屋小学校と連携して自然観察会の実施)

○ 地域内主要道路に彼岸花などの景観作物を作付け




